
国際会計研究学会 

第 26 回研究大会 
 

2009 年 9 月 5 日(土) 

       6 日(日) 
 
 

法政大学 

 

 

統一論題 

「世界同時金融危機と国際会計」 
 
 
 
 
 

国際会計研究学会第 26 回研究大会準備委員会  
 

事務局 
〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 

法政大学会計大学院菊谷正人研究室内 
Tel・Fax： 03-3264-5083   
E-mail： kikuya@hosei.ac.jp 

 
 
 
 
 
 
 

 1



 
 

ご 挨 拶 
 

                 会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこ

とと大慶に存じ上げます。 

さて、このたび法政大学市ヶ谷キャンパスにおきま

して、国際会計研究学会第 26 回研究大会を開催させて

いただくことになり、大変、光栄に存じております。 

近年、サブプライム関連証券の下落を契機にして、

金融・証券市場の混乱に伴う世界同時不況に見舞われ

ております。このような経済環境の変容に対して、会

計は如何に対応すべきでありましょうか。金融商品・

金融機関等を巡る会計問題の解決策を模索するために、

統一論題のテーマとして「世界同時金融危機と国際会

計」を設定しました。報告者を 6 名に増やし、それぞ

れの分野から格調高い発表が行われ、活発かつ建設的

な討論が展開されるものと思われます。 
また、昨年度に設置されました研究グループの最終

報告も行われます。自由論題報告として、減損会計、

金融資産会計、会計基準の国際的コンバージェンスに

関する会計問題、国際認証取得、国際管理会計、ドイ

ツ税法に係るテーマで 8 名の報告をお願い致し、多岐

に渡る自由論題報告となっております。 
準備委員一同、本研究大会を通じてわが国の国際会

計研究の発展に貢献できることを願っております。ご

多用中とは存じますが、会員の皆様のご参加を心より

お待ちしております。 
 

 
2009 年 6 月吉日 

 
国際会計研究学会 
第 26 回研究大会準備委員会 
委員長 菊谷正人 

委 員 大下勇二 川島健司 岸牧人 

        筒井知彦 中野貴之 守屋俊晴 

依田俊伸 
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第 26 回研究大会プログラム 
2009 年 9 月 5 日(土)  
学会賞審査委員会  9:30～10:30  BT16 階 経営学部会議室 

理事会       10:30～12:10  BT16 階 経営学部会議室 

参加者受付     12:00～17:45   外濠校舎  S305 教室 

会員総会      12:30～13:30  外濠校舎  S305 教室 

研究グループ報告 13:40～14:40 外濠校舎 S305 教室 
   「国際会計基準の収斂に関する主要課題の検討」 
   総合司会 徳賀芳弘氏 (京都大学) 

第 1 報告 平賀正剛氏 (愛知学院大学) 

 ｢中小企業のための IFRS に関する一考察」            

第 2 報告 古庄 修氏 (日本大学) 

 「財務諸表附属情報「経営者による説明」について」 

第 3 報告 野村健太郎氏 (愛知工業大学) 

 「国際会計基準の収斂の直前関心事項」 

統一論題報告  14:50～18:00 外濠校舎 S305 教室 
「世界同時金融危機と国際会計」 

  座 長 古賀智敏氏（神戸大学） 

第 1 報告 田代樹彦氏（名城大学）     14：50～15：20 

「金融危機が会計基準のコンバージェンスに与えた影響の検

討」 

第 2 報告 星野一郎氏（広島大学）    15：20～15：50 

 「金融機関に対する会計規制をめぐる国際動向－金融危機と会

計制度変革の関連性－」 

第 3 報告 坂本道美氏 (慶応大学）    15：50～16：20 

 「オフバランス事業体の会計処理・開示」 

      休 憩（10 分） 

第 4 報告 野村嘉浩氏（野村證券）    16：30～17：30 

「金融商品会計の変更と企業経営」

第 5 報告 猪鼻孝夫氏 (新日本監査法人)  17：00～17：30 

「世界同時不況下の公認会計士業務」 

第 6 報告 池田公司氏（甲南大学）   17：30～18：00 

「デリバティブの公正価値測定における内部統制・監査上の 

問題」 
懇親会     18:10～20:00  BT26 階 スカイホール 

 
2009 年 9 月 6 日(日) 
参加者受付      9:00～15:00   外濠校舎 S305 教室 

自由論題報告  9:30～12:10    
第一会場            外濠校舎 S305 教室 
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    司 会 田中建二氏 (明治大学)  

第 1 報告 三沢 清氏（杏林大学）       9:30～10:05 

「会計基準の国際的収斂と減損会計」 

第 2 報告 威知謙豪氏（愛知産業大学）   10:10～10:45 

「国際財務報告基準における金融資産の認識中止に関する会 

計基準：特別目的事業体の連結会計基準との関係を中心に」 

      休 憩（10 分） 

  司 会 須田一幸氏 (早稲田大学) 

第 3 報告 猪熊浩子氏 (新日本監査法人)   10:55～11:30 

「会計基準の国際化と配当可能利益の動向」 

第 4 報告 杉本徳栄氏（関西学院大学）    11:35～12:10 

「国際財務報告基準（IFRSs）適用の学習効果」 

第二会場           外濠校舎 S306 教室 
  司 会 郡司 健氏 (大阪学院大学) 

第 1 報告 牧田正裕氏（立命館アジア太平洋大学）9:30～10:05  

「高等教育機関のアカウンタビリティとコントロール：経営会

計系大学院・学部における国際認証取得の動向を事例に」 

第 2 報告 坂本孝司氏（静岡理工科大学）    10:10～10:45 

「ドイツにおける税務法令の会計規定に対する影響：租税優遇

措置が税法・商法の記帳規定に及ぼした影響」 

      休 憩（10 分） 

  司 会 柳田 仁氏 (神奈川大学) 

第 3 報告 柊紫乃氏（愛知工業大学）     10:55～11:30 

「Lean Accounting と Time-Based Costing：TPS 概念の国

際的援用の可能性」 

第 4 報告 浅野敬志氏（首都大学東京）      11:35～12:10 

「多国籍企業における国内利益と海外利益の持続性とプライ

シング」 

 昼食・会員控室        外濠校舎 S307 教室 
統一論題討論   13:30～15:30 外濠校舎 S305 教室 
  座 長   古賀智敏氏（神戸大学） 

報告者 田代樹彦氏（名城大学）    

星野一郎氏（広島大学） 

坂本道美氏 (慶応大学）   

        野村嘉浩氏（野村證券金融経済研究所） 

猪鼻孝夫氏 (新日本監査法人)   

池田公司氏（甲南大学） 

   ディスカッサント・コメンテーター 

       五十嵐則夫氏 (横浜国立大学) 

       岩崎 勇氏 (九州大学) 
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《参加費・懇親会費のご案内》 
  
本研究大会に参加される方は、同封の郵便振替用紙に所定の事

項をご記入の上、8 月 25 日(火)までにお振込みください。研究

大会・懇親会へのご参加は、お振込みをもって確認させていただ

きます。 

 参加費・懇親会費の領収書につきましては、「郵便振替払込受

領証」をもって代えさせていただきます。  

 なお、当日は、念のため「郵便振替払込受領証」(またはその

写し)をご持参ください。また、振込みいただいた金額につきま

しては、払戻しをいたしませんのでご了承ください。 

   ●参加費   2,000 円 

   ●懇親会費  5,000 円 

 

※9 月 6 日は日曜日ですが、お弁当の予約・販売等はいたしてお

りません。市ヶ谷駅・飯田橋駅周辺のレストラン等をご利用くだ

さい。なお、外濠校舎内にコンビニエンス・ストアがございます。 

 また、大会会場へのお車でのご来場はご遠慮ください。 

 

 

 

《CPE 単位認定のご案内》 
 

 本研究大会に参加される日本公認会計士協会会員の方は、

CPE の単位が認定されます。 

 当日、会場受付で所定の手続をお済ませください。（CPE 認定

研修承認番号：21-36） 

                                    
日 時 ・ 報 告 等 履修単位

9 月

5 日

13：40～

18：00 

研究報告グループ報告・ 

統一論題報告 
4 

自由論題報告(第一会場) 3  9：30～

12：10 自由論題報告(第二会場) 3 9 月

6 日 13：30～

15：30 
統一論題討論 2 

                                           (研修コード 299898) 
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